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研究目的 




  緑内障手術既往の無い治療前と点眼治療中の POAG 患者 61 例 61 眼に、2 日間連続して眼
圧日内変動測定を行った。眼圧測定時刻は 12 時、15 時、18 時、21 時、0 時、6 時、9 時、






  全症例、治療前群、点眼治療群において、1 日目と 2 日目の各測定時刻における眼圧値の 
再現性は良好であった。眼圧日内変動グラフは、1 日目と 2 日目で同様の傾向を示したが、 




二峰型（1日目 3.3％、2 日目：3.3％）であった。1 日目と 2 日目で同じ眼圧日内変動パタ 
ーンを示したものは 67.1％であった。点眼治療群は治療前群に比べ、夜型の眼圧日内変動 
パターンを示す症例の割合が多かった。緑内障点眼薬の薬剤別検討では、プロスタグラン 
ジン（prostaglandin: PG）関連薬、β受容体遮断薬の二剤併用群および PG 関連薬、β受 
容体遮断薬、炭酸脱水酵素阻害（carbonic anhydrase inhibitor : CAI）薬の三剤併用群に」 
おいて、夜間の眼圧値が高い傾向がみられた。 















ことが示唆された。緑内障点眼薬の薬剤別検討では、PG 関連薬と β受容体遮断薬の二剤 
併用群、PG 関連薬と β受容体遮断薬、CAI 薬の三剤併用群で、夜間の眼圧値が高い傾向 
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論文題名 
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結果の要旨 
緑内障性視神経症は進行性の不可逆的視野障害を引き起こす疾患で、本邦における中途
失明原因の第 1 位を占める。緑内障の発症、進行には眼圧が強く関わっており、最近では
24時間を通した眼圧コントロールが非常に重要と考えられている。 
本研究では、緑内障病態と緑内障治療における眼圧日内変動の意義を検討し、開放隅角
緑内障(POAG)患者の眼圧日内変動は使用している緑内障点眼薬の影響を受けていること
と個々の緑内障患者の眼圧日内変動をより正確に把握するには複数日の眼圧日内変動測定
が望ましいという結論が得られた。従って、本研究は、2日間の眼圧日内変動検査が POAG
患者の病勢の把握と治療方針決定に重要であることを科学的に示したもので、医学博士授
与に値する研究成果であるとの評価を審査委員全員から頂いた。 
 
